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あ だ ち 広 報 は 毎 月10 日・25 日 、

ズ ー ム アップ は 奇 数 月1 日 発 行

水と緑
の 豊 か な

「 ふ る さ と 足 立 」

の魅力を再発見!
―
足
北
区
観
光
協
会
の
活
動
―

足
立
区
に
は
、
悠
々
と
流
れ
る
荒
川
や
古
く
か
ら
伝

承
さ
れ
て
い
る
郷
土
芸
能
、
史
跡
や
文
化
財
な
ど
数
多

く
の
観
光
資
源
が
あ
り
ま
す
。ま
た
、「
足
立
の
花
火
」や

「
区
民
ま
つ
り
・
A
フ
ェ
ス
タ
」
な
ど
大
き
な
催
し
も

行
っ
て
い
ま
す
。

観
光
協
会
で
は
、
こ
れ
ら
を
保
護
、
発
展
さ
せ
る
と

と
も
に
、
も
っ
と
区
民
の
皆
さ
ん
に
知
っ
て
い
た
だ
こ

う
と
、
様
々
な
企
画
を
し
、
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

1
4
年
度
事
業
予
定

4
月
3
日
　
リ
バ
ー
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ

4
月
5
日
　
区
内
施
設
め
ぐ
り

(桜
編
)

5
月
2
5日
　
区
民
芸
能
大
会

6
月
中
旬
　
区
内
施
設
め
ぐ
り

7
月
下
旬
　
足
立
の
花
火
大
会

9
月
中
旬
　
観
光
地
め
ぐ
り
(
宿
泊
)

1
0月
下
旬
　
区
内
施
設
め
ぐ
り

1
2
月
1
日
～
　
写
真
コ
ン
ク
ー
ル

応
募
受
付
開
始

1
2月
中
旬
　
あ
だ
ち
リ
ュ
ー
ジ
ョ
ン

1
5年
1
月
　
観
光
地
め
ぐ
り

(日
帰
り
)

通
年
　
あ
だ
ち
の
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

り
バ
ー
ウ
ォ
ツ
チ
ン
グ
参
加
者
募
集

日
時
=
4
月
3
日
㈲
、
午
前
9
時
3
0

分
～
午
後
1
時
3
0
分
(
予
定
)
場
所

=
千
住
曙
町
船
着
場
～
吾
妻
橋
(
隅

田
川
)
～
両
国
～
勝
ど
き
橋
～
レ
イ

ン
ボ
ー
ブ
リ
ッ
ジ
～
パ
レ
ッ
ト
タ
ウ

ン
上
陸
(
自
由
見
学
)
～
勝
ど
き
橋

～
千
住
曙
町
船
着
場
(
水
上
バ
ス
利

用
)

対
象
=
観
光
協
会
会
員
と
家

族
お
よ
び
区
内
在
住
の
方

定
員
=
6
0

人
(
抽
選
)

費
用
=
▽
観
光
協
会

会
員
・
:
3
千
5
0
0円

▽
会
員
家
族
・
:
4

千
円

▽
一
般
…
4
千
5
0
0円(
昼

食
付

当
選
者
に
は
後
日
、
振
込
用

紙
送
付
)

申
込
=
往
復
(

ガ
キ
に

希
望
者
全
員
の
氏
名
、年
齢
、住
所
、

電
話
番
号
、
会
員
・
会
員
家
族
・
一

般
の
別
、「
4
月
リ
バ
ー
ウ
ォ
ッ
チ
ン

グ
希
望
」
と
明
記

※
(
ガ
キ
ー
枚

で
3
人
ま
で
申
し
込
み
可
。
返
信
(

ガ
キ
の
表
に
代
表
者
の
住
所
、
氏
名

を
必
ず
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。
重
複

申
込
は
無
効

期
限
=
3
月
8
日

▲ 隅田川の桜も楽
しめる、リバーウ
ォッチング

足
立区
観
光
協
会

会
員
募
集

◆

会

員

特

典

◆

毎
年
行
わ
れ
る
花
火
大
会
の

観
覧
席
券
と
、記
念
豆
は
っ
ぴ
を

差
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、保
木
間
天
然
温
泉
じ
ゃ

ぽ
ん
の
割
引
券
を
年
間
6
枚
差

し
上
げ
ま
す
。

千
住
の
魚
河
岸

春
の
旬
鮮
魚
祭
り

千
住
河
原
町
の
足
立
市
場
に
集

合
。
魚
河
岸
で
水
揚
げ
さ
れ
た
ば

か
り
の
旬
の
魚
介
類
の
試
食
や
販

売
、
マ
グ
ロ
の
解
体
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
な
ど
、
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
盛
り
だ

く
さ
ん
!
お
い
し
い
だ
け
で
は
な

く
、
健
康
に
役
立
つ
食
べ
方
な
ど
も

紹
介
。
皆
さ
ん
の
お
越
し
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。
日
時
=
3
月
1
0
日

脚
、
午
前
1
0
時
～
午
後
1
時

桜
め
ぐ
り
参
加
者
募
集

日
時
等
=
4
月
5
日
面
、
午
前
8
時

4
0
分
、
足
立
区
役
所
正
面
入
口
集
合

内
容
=
東
綾
瀬
公
園
～
西
用
水
親

水
水
路
～
生
物
園
(
元
渕
江
公
園
)

～
都
市
農
業
公
園
～
飛
鳥
山
(
博
物

館
含
む
)
な
ど
を
見
学

対
象
=
観

光
協
会
会
員
と
家
族
お
よ
び
区
内
在

住
の
方

定
員
=
9
0人
(
抽
選
)

費

用
=

▽
観
光
協
会
会
員
…
2
千
2
0
0円

▽
会
員
家
族
・
:
2
千
5
0
0円

▽
一
般

・
:
2
千
8
0
0円(
昼
食
代
、
入
園
料
、

保
険
代
含
む
、
当
選
者
に
は
後
日
、

振
込
用
紙
送
付
)

申
込
=
往
復
(

ガ
キ
に
希
望
者
全
員
の
氏
名
、年
齢
、

住
所
、
電
話
番
号
、
会
員
・
会
員
家

族
・
一
般
の
別
、「
桜
め
ぐ
り
希
望
」と

明
記

※
(
ガ
キ
ー
枚
で
4
人
ま
で

申
し
込
み
可
。
返
信
(
ガ
キ
の
表
に

代
表
者
の
住
所
、
氏
名
を
必
ず
記
入

し
て
く
だ
さ
い
。
重
複
申
込
は
無
効

期
限
=
3
月
8
日

▲ 桜めぐりの様子( 舎人公園レーガン桜: 13 年4 月撮影)

申
・
問
先
=
観
光
協
会
(
産
業
振
興
課
内
)

〒
1
2
0
・
8
5
1
0
中
央
本
町
1
-
1
7
1
1

(
3
8
8
0
)
5
8
5
3

今号の主な内容
2
・
3
面
▽
保
健
福
祉
ガ
イ
ド
/
健
康
カ
レ
ン
ダ
ー

4
・
5
面
▽
み
ん
な
で
つ
く
る
ま
ち
づ
く
り

6
・
7
面
▽
く
ら
し
の
情
報
/
催
し
物
ガ
イ
ド
/
掲
示
板
/

ひ
ろ
ば

8
面
▽
▽
▽
島
根
小
学
校
4
月
オ
ー
プ
ン
/
ス
ケ
ッ
チ
あ

だ
ち

区長へのファクス

FAX3880- 5678

「区民の声」を

お待ちしています

葦

立
ち

生
き
た
教
育

先
日
「
世
界
で
い
ち
ば
ん
受
け
た

い
授
業
」と
い
う
本
を
読
み
ま
し
た
。

ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
と
社
会
科
の
先
生

が
、
生
き
た
社
会
科
を
学
ん
で
も
ら

お
う
と
企
画
し
た
区
立
第
十
一
中
の

「
よ
の
な
か
科
」
の
話
で
す
。

こ
こ
で
は
、
特
定
の
知
識
を
教
え

る
の
で
は
な
く
、
子
ど
も
た
ち
が
生

き
て
い
く
た
め
に
必
要
な
企
画
力
や

表
現
力
な
ど
を
身
に
つ
け
て
も
ら
お

う
と
い
う
も
の
で
す
。一
例
と
し
て
、

生
徒
が
ハ
ン
バ
ー
ガ
ー
店
の
店
長
に

な
っ
て
、
出
店
計
画
を
す
る
と
い
う

も
の
が
あ
り
ま
し
た
。
地
図
を
広
げ

ど
こ
に
出
店
す
る
か
、
ど
の
世
代
の

人
が
買
う
の
か
、
料
金
設
定
は
、
な

ど
様
々
な
角
度
か
ら
考
え
て
い
き
ま

す
。
そ
し
て
授
業
を
進
め
て
い
く
う

ち
に
貿
易
や
自
然
保
護
な
ど
に
つ
い

て
も
学
ん
で
い
き
ま
す
。

本
を
読
ん
で
感
じ
た
こ
と
は
、
教

育
現
場
は
学
校
だ
け
で
は
な
い
と
い

う
こ
と
で
す
。
子
ど
も
の
成
長
は
、

家
庭
や
地
域
社
会
な
ど
様
々
な
と
こ

ろ
か
ら
学
ん
で
い
く
も
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
私
も
3
人
の
子
ど
も

を
育
て
た
一
人
の
親
と
し
て
改
め
て

家
庭
教
育
の
大
切
さ
を
考
え
さ
せ
ら

れ
ま
し
た
。

厳
し
い
現
代
社
会
を
生
き
抜
く
た

め
に
は
、子
ど
も
た
ち
が
自
ら
学
び
、

考
え
る
力
を
養
え
る
よ
う
な
特
色
あ

る
授
業
が
必
要
で
す
。

区
で
は
、
1
4年
度
か
ら
、
す
べ
て

の
小
・
中
学
校
で
、
総
合
的
な
学
習

の
時
間
の
授
業
が
始
ま
り
ま
す
。
こ

の
授
業
を
と
お
し
て
、
子
ど
も
た
ち

が
社
会
に
関
心
を
持
ち
、
様
々
な
能

力
が
引
き
出
さ
れ
、
生
き
る
力
が
育

ま
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

足
立
区
長
　
鈴

木
恒
年

世帯と人口 ( 14年2 月1 日現在　外国人含む)　世帯数: 284, 293　人口: 640, 306( 男: 323, 277 、女317, 029)
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保
健
福
祉
ガ
イ
ド

定員に先着順
とあるものは
2 月26 日
から受け付け

▽
2
・
3
面
で
問
い
合
わ
せ
先
の
電
話
番
号
が
な
い
も
の
は

区
役
所
へ
　
　
　
　
　
　
　
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

凡例

申
込
…
申
し
込
み
方
法
　

期
限
…
申
し
込
み
期
限

場
・
申
・
問
先
…
場
所
・
申
し
込
み
先
・
問
い
合
わ
せ
先

高
脂
血
症
予
防
教
室
(
2
日
制
)

健
康
診
断
な
ど
で
高
脂
血
症
に
要

注
意
と
い
わ
れ
た
方
の
た
め
の
教
室

で
す
。
日
時
=
3
月
4
日
㈲
・
1
1

日
㈲
、
い
ず
れ
も
午
後
1
時
3
0分
～
3

時
3
0分

定
員
=
5
0人
(
先
着
順
)

内
容
=
高
脂
血
症
と
は
/
あ
な
た
の

食
事
は
大
丈
夫
で
す
か
/
効
果
的
な

運
動

費
用
=
無
料

申
込
=
電
話

場
・
申
・
問
先
=
竹
の
塚
保
健
総
合

セ
ン
タ
ー
地
域
保
健
係

(
3
8
5
5
)
4
1
5
5

生
活
リ
ハ
ビ
リ
教
室

日
時
=
3
月
1
5
日
脚
、
午
前
1
0
時
～

1
1
時
3
0
分
対
象
=
中
途
障
害
者
お

よ
び
高
齢
者

内
容
=

「
楽
し
く
外

出
で
き
る
た
め
に
」・
:
転
ば
な
い
た

め
の
歩
き
方
、
筋
力
ア
ッ
プ
の
体
操

な
ど

講
師
=
大
川
淑
子
氏
(
理
学

療
法
士
)

定
員
=
2
0人
(
先
着
順
)

費
用
=
無
料

申
込
=
電
話

場
・

申
・
問
先
=
江
北
保
健
総
合
セ
ン
タ

ー
地
域
保
健
係(

3
8
9
6
)
4
0
0
4

3 月 の献血

問先= 都・東赤十字血液センター　5682 ―2803
区・衛生管理係　　　　　　3880 ―5891

潰
瘍
性
大
腸
炎
講
演
会

日
時
=
3
月
1
3日
㈲
、
午
後
1
時
3
0

分
～
3
時
3
0分

内
容
=
潰
瘍
性
大

腸
炎
の
食
事

講
師
=
斉
藤
恵
子
氏

(社
会
保
険
中
央
総
合
病
院
管
理
栄

養
士
)

定
員
=
4
0
人
(
先
着
順
)

費
用
=
無
料

申
込
=
電
話

場
・

申
・
問
先
=
江
北
保
健
総
合
セ
ン
タ

ー
地
域
保
健
係(

3
8
9
6
)
4
0
0
4

消
化
器
が
ん
検
診

胃
と
大
腸
の
が
ん
検
診
を
無
料
で

行
っ
て
い
ま
す
。
胃
の
検
診
で
は
、

血
液
に
よ
る
検
査
(
血
清
ペ
プ
シ
ノ

ゲ
ン
法
)
と
X
線
撮
影
の
い
ず
れ
か

を
選
べ
ま
す
。
ベ
プ
シ
ノ
ゲ
ン
法
は

少
量
の
採
血
で
す
み
、
妊
娠
中
ま
た

は
妊
娠
の
可
能
性
が
あ
る
方
、
バ
リ

ウ
ム
の
服
用
が
苦
手
な
方
で
も
気
軽

に
受
診
で
き
ま
す
。
日
程
等
=
表
1

対
象
=
3
5歳
以
上
の
区
民

※

胃
を
切
除
し
た
方
、
胃
の
病
気
で
治

療
中
の
方
、
ペ
プ
シ
ノ
ゲ
ン
検
査
で

要
精
密
検
査
と
な
っ
た
方
は
除
く

内
容
=
①
血
液
検
査
に
よ
る
胃
が
ん

検
診
と
検
便
に
よ
る
大
腸
が
ん
検
診

②
X
線
撮
影
に
よ
る
胃
が
ん
検
診
と

検
便
に
よ
る
大
腸
が
ん
検
診

定
員
=
5
5

～
6
0人

申
込
=
(

ガ
キ
に
郵

便
番
号
、住
所
、氏
名
(
フ
リ
ガ
ナ
)
、

生
年
月
日
、
年
齢
、
性
別
、
電
話
番

号
、
表
1
よ
り
胃
が
ん
検
診
名
(
①

血
液
検
査
②
X
線
撮
影
の
い
ず
れ
か

一
方
を
選
択
)
、検
診
日
、希
望
場
所

を
第
3
希
望
ま
で
明
記

期
限
=
受

診
希
望
月
の
前
月
1
5日
ま
で
に
必
着

(
4
月
を
希
望
す
る
場
合
、
3
月
1
5

日
ま
で
に
必
着
)

決
定
通
知
=
受

診
決
定
日
の
前
月
末
日
に
送
付
(
5

月
に
決
定
し
た
場
合
は
4
月
3
0日
に

送
付
)
。
※
申
し
込
み
多
数
の
場
合

は
、希
望
日
の
翌
々
月
に
な
っ
た
り
、

希
望
場
所
と
異
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す

申
・
問
先
=
中
央
本
町
保
健
総

合
セ
ン
タ
ー
診
療
放
射
線

〒
1
2
0・0
0
1
1

中央
本
町
I
-
5
-
3

(
3
8
8
0
)
5
3
5
7

表1　 消化器がん検診日程
①血液検査+ 検便

②X 線撮影+ 検便

女
性
が
ん
検
診
(
無
料
)

初
め
て
受
診
希
望
の
方
は
、
申
し

込
み
が
必
要
で
す
。
前
年
(
誕
生
月

か
ら
半
年
以
内
)
に
受
診
し
た
方
は
、

今
年
の
誕
生
月
に
受
診
票
を
郵
送
し

ま
す
の
で
、
新
た
に
申
し
込
み
は
不

要
で
す
。

対
象
=
3
0
歳
以
上
の
女

性
区
民

※
過
去
1
年
以
内
に
、区

お
よ
び
勤
務
先
な
ど
で
同
種
の
検
診

を
受
け
た
方
は
除
く

内
容
=
乳
が
ん
検
診
と

子
宮
が
ん
検
診
申
込

=
(
ガ
キ
に
郵
便
番

号
、
住
所
、
氏
名
(
フ

リ
ガ
ナ
)
、
生
年
月
日
、

年
齢
、
性
別
、
電
話
番

号
、
希
望
検
診
名
を
明

記
、
後
日
受
診
票
と
案

内
を
送
付
申
・
問
先

=
成
人
保
健
係
〒

1
2
0
・
8
5
1
0
中
央
本

町
1
-
1
7
-
1

歯
周
病
健
診

歯
周
病
の
予
防
と
し
て
、
無
料
の

健
診
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
ま
で
受

け
た
こ
と
の
あ
る
方
で
も
、
初
め
て

の
方
で
も
申
し
込
み
で
き
ま
す
(
た

だ
し
1
年
度
に
1
回
の
み
で
す
)
。

期
間
=
3
月
3
1日
ま
で

場
所
=
区

内
の
指
定
歯
科
医
療
機
関

対
象
=
4
0

歳
～
6
0歳
の
区
民

申
込
期
間
=
3

月
2
2日
(
必
着
)

費
用
=
無
料

申
込
=
(

ガ
キ
に
郵
便
番
号
、住
所
、

氏
名
(
フ
リ
ガ
ナ
)
、
生
年
月
日
、年

齢
、
性
別
、
電
話
番
号
、「
歯
周
病
健

診
希
望
」
を
明
記
。
後
日
、
受
診
票

と
案
内
を
郵
送

申
・
問
先
=
成
人

保
健
係

〒
1
2
0・8
5
1
0

中
央
本

町
1
-
1
7
1
1

歯
育
て
講
座

「
う
ち
の
子
は
、
歯
み
が
き
を
や
ら

せ
て
く
れ
な
く
て
…
」
と
い
う
声
か

ら
生
ま
れ
た
講
座
で
す
。
日
時
=

2
月
2
8
日
困
、
午
前
1
0
時
～
正
午

内
容
=
講
演
「
楽
し
い
歯
育
て
・
子

育
て
」
と
体
験
学
習
講
師
=
小
野

芳
明
氏
(
東
京
医
科
歯
科
大
学
大
学

院
講
師
)
ほ
か
対
象
=
1
～
2
歳

児
の
保
護
者

※
保
育
あ
り
(
要
予

約
)

定
員
=
3
0
人
(
先
着
順
)

費

用
=
無
料

申
込
=
電
話
ま
た
は
直

接
窓
口
へ

場
・
申
・
問
先
=
竹
の

塚
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー
歯
科
保
健

(
3
8
5
5
)
4
1
5
4

上
手
な
食
べ
方
・

噛
み
方
の
幼
児
教
室

噛
ま
な
い
、
噛
め
な
い
、
飲
み
込

め
な
い
な
ど
悩
み
の
解
決
の
手
が
か

り
を
探
し
ま
せ
ん
か
。
日
時
=
3
月

2
0
日
㈲
、
午
後
1
時
3
0
分
～
3
時
3
0

分
対
象
=
I
～
3
歳
の
子
を
持
つ

保
護
者

※
保
育
あ
り

講
師
=
石

田
暸
氏
(
昭
和
大
学
歯
科
医
師
)

定

員
=
2
0人
(
先
着
順
)

費
用
=
無
料

申
込
=
電
話

場
・
申
・
問
先
=
千

住
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー
歯
科
保
健
係

(
3
8
8
8
)
4
2
7
7

在宅介護支援センター　3 月の家族介護者教室のご案内

健康カレンダー　3 月の予定

区 民健 康 診断
の 変 更

健康診断書を発行する
ための区民健康診断は、3
月28日で終了します。

問先= 成人保健係または
中央本町保健総合センタ
ー　3880- 5351
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子
ど
も
だ
っ
て
悩
ん
で
い
る

日
時
=
3
月
5
日
閃
、午
前
1
0
時
～

正
午

対
象
=
乳
幼
児
を
も
つ
親

内
容
=
f
ど
も
の
ほ
め
方
、
し
か
り

方

講
師
=
豊
田
秀
雄
氏
(
早
稲
田

診
療
所
分
院
精
神
保
健
福
祉
士
)

定
員
=
3
0人
(
先
着
順
)

費
用
=
無

料

申
込
=
電
話

場
・
申
・
問
先
=

千
住
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー
地
域
保

健
係

　
(
3
8
8
8
)
4
2
7
7

子
ど
も
の
睡
眠
講
座

4
月
に
入
園
す
る
お
子
さ
ん
の
生

活
リ
ズ
ム
を
、ど
の
よ
う
に
整
え
て

あ
げ
る
か
。講
演
を
聞
き
一
緒
に
考

え
ま
し
よ
う
。日
時
=
3
月
9
日

出
、午
前
1
0
時
3
0
分
～
正
午
対
象

=
4
月
に
幼
稚
園
・
保
育
園
に
入
園

す
る
子
(
2
～
4
歳
)
の
保
護
者

内
容
=
講
演
会
「こ
こ
ろ
と
か
ら
だ

の
入
園
準
備
～
す
く
す
く
子
育
て
よ

い
ね
む
り
」
講
師
=
神
山
潤
氏
(
東

京
医
科
歯
科
大
学
医
学
部
附
属
病
院

小
児
科
医
長
)

定
員
=
5
0人
(
先
着

順
)

※
保
育
あ
り

費
用
=
無
料

申
込
=
電
話

場
・
申
・
問
先
=
中

央
本
町
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー
地
域
保

健
係

　
(
3
8
8
0
)
5
3
5
2

保
育
制
度
の
ご
案
内

保
育
園
の
ほ
か
に
も
、
区
の
制
度

に
基
づ
い
て
次
の
よ
う
な
乳
幼
児
の

保
育
制
度
が
あ
り
ま
す
。

□
保
育
マ
マ
(
家
庭
福
祉
員
)

区
に
登
録
さ
れ
て
い
る
保
育
マ
マ

の
自
宅
で
、3
歳
未
満
の
お
子
さ
ん

を
保
育
し
ま
す
。

争
保
育
室

小
規
模
の
保
育
所
で
、
お
も
に
3

歳
未
満
の
お
子
さ
ん
を
保
育
し
ま

す
。

□
認
証
保
育
所

都
が
独
自
に
認
証
し
、
多
様
化
す

る
保
育
ニ
ー
ズ
に
柔
軟
に
対
応
す
る

都
市
型
の
保
育
所
で
す
。

□
緊
急
一
時
保
育

保
護
者
が
出
産
・
病
気
な
ど
で
、

保
育
が
困
難
な
就
学
前
の
お
子
さ
ん

を
、
緊
急
一
時
保
護
者
の
自
宅
ま
た

は
一
部
の
保
育
室
で
一
時
的
に
保
育

し
ま
す
(
保
護
者
が
就
業
す
る
た
め

の
ご
利
用
は
で
き
ま
せ
ん
)
。

□
休
日
保
育

保
護
者
の
就
労
な
ど
に
よ
り
、
日

曜
・
祝
祭
日
・
年
末
(
m一
月
2
9日
・
3
0

日
)
に
保
育
を
必
要
と
す
る
満
I

歳
か
ら
就
学
前
ま
で
の
お
子
さ
ん
を

一
部
の
保
育
室
で
預
か
り
ま
す
。

□
病
後
児
保
育

満
1
歳
か
ら
就
学
前
ま
で
の
お
子

さ
ん
が
、
病
気
の
回
復
期
に
あ
る
か

発
熱
な
ど
軽
い
病
気
の
と
き
に
、
保

護
者
が
勤
務
・
病
気
な
ど
の
理
由
で

保
育
が
困
難
な
場
合
に
、
区
が
委
託

し
た
施
設
で
預
か
り
ま
す
。

-

い
ず
れ
も
I

問
先
=
保
育
振
興
係

(
3
8
8
0
)
5
8
8
9

足
立
区
職
員

〔
福
祉
(
保
育
士
)
、
看
護

婦
(
士
)
〕
採
用
試
験

試
験
日
=
3
月
1
7日
剛

採
用
予
定

日
=
5
月
1
日
以
降

採
用
人
員
―

福
祉
(
保
育
士
)
3
人
、
看
護
婦

(士
)
I
人

※
看
護
婦
(
士
)
の

勤
務
地
は
、
健
康
学
園
(
千
葉
県
富

津
市
)
と
な
り
ま
す

申
込
書
配
布

場
所
=
人
事
係
窓
口
(
郵
送
請
求
方

法
は
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
)

申

込
方
法
=
郵
送
ま
た
は
持
参

申
込

期
限
1
3
月
5
日

申
・
問
先
=
人

事
係

　
(
3
8
8
0
)
5
8
3
1

3 月の相談日 障害別福祉相談
障害のあ る方の生活 上の問

題を解決するための相談を受
け付け ます。

場所= 竹の 塚障害福祉館

問先= 東部障害福祉総合 セン

タ ー 　5682- 5370
西部障 害福祉総合センタ ー

3853- 0632

足立 の

今
昔
( 10)

バ
ス
交
通

旧
東
京
市
で
市
営
バ
ス
が
運
行
さ

れ
始
め
た
の
は
、1
9
2
3

年
(
大

正
1
2年
)
、関
東
大
震
災
後
の
こ
と
で

す
。
こ
れ
に
刺
激
さ
れ
て
郊
外
の
各

地
に
も
バ
ス
が
走
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
区
内
で
は
宝
華
園
バ
ス
が
大

正
1
1年
ご
ろ
に
あ
り
。
西
新
井
～
千

住
大
橋
ま
で
五
区
問
、
5
0銭
。
最
初

は
タ
ク
シ
ー
の
よ
う
な
5
人
乗
り

で
、
停
留
場
は
あ
り
ま
す
が
手
を
上

げ
る
と
ど
こ
で
も
停
ま
り
ま
し
た
。

昭
和
に
な
り
区
内
に
も
国
道
4
号

に
沿
っ
て
市
営
バ
ス
の
運
行
が
開
始

さ
れ
、
こ
れ
を
前
後
に
近
距
離
運
輸

を
主
と
す
る
バ
ス
会
社
が
設
立
さ
れ

ま
し
た
。
当
時
は
運
転
回
数
も
1
時

間
な
い
し
2
時
間
に
1
回
、
営
業
時

間
も
昼
間
だ
け
で
し
た
。
し
か
し
、

時
勢
が
移
り
変
わ
る
に
つ
れ
て
、
バ

ス
の
重
要
性
が
増
し
、
鉄
道
網
が
発

達
し
て
い
な
い
区
で
は
バ
ス
は
区
民

の
重
要
な
足
と
な
り
ま
し
た
。

平
成
1
2
年
度
に
は
、
大
型
バ
ス
で

は
困
難
な
道
路
に
対
応
で
き
る
小
型

バ
ス
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
は
る
か

ぜ
」
が
誕
生
。
現
在
、
2
つ
の
路
線
　

(
綾
瀬
駅
～
足
立
区
役
所
～
西
新
井

駅
間
、
綾
瀬
駅
～
六
木
都
住
間
)
が

運
行
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
含
め
、

現
在
区
内
に
は
約
8
0の
バ
ス
路
線
が

走
っ
て
い
ま
す
。

《
広
報
課
》

▲ 昭和7 年当時のバス会社

新
社
会
人
の
方
へ

ト
ラ
ブ
ル
で

慌
て
な
い
た
め
に

問
わ
れ
る
自
己
責
任
!
!

4
月
か
ら
社
会
人
に
な
る
皆
さ

ん
、
社
会
人
に
な
る
と
今
ま
で
以
上

に
、
自
己
責
任
が
問
わ
れ
ま
す
。
そ

こ
で
、
今
後
、
起
こ
り
う
る
ト
ラ
ブ

ル
の
事
例
と
そ
の
対
処
方
法
を
紹
介

し
ま
す
。

☆
キ
ャ
ツ
シ
ュ
カ
ー
ド

ーク
レ
ジ
ッ

ト
カ
ー
ド
・
保
険
証
な
ど
の
紛
失

自
分
の
身
分
を
証
明
す
る
書
類
や

カ
ー
ド
類
を
紛
失
し
た
と
き
は
、
現

金
を
引
き
出
さ
れ
た
り
、
不
正
に
使

用
さ
れ
て
高
額
請
求
が
く
る
恐
れ
が

あ
り
ま
す
。
紛
失
し
た
と
き
は
、
す

ぐ
に
警
察
に
紛
失
届
を
出
し
、
各
カ

ー
ド
会
社
へ
連
絡
す
る
と
と
も
に
、

次
の
機
関
に
も
申
告
し
て
被
害
の
拡

大
を
防
い
で
く
だ
さ
い
。

シ
ー
シ
ー
ピ
ー

0
1
2
0
(
4
4
)
0
0
2
9

ジ
ャ
パ
ン
デ
ー
タ
バ
ン
ク

0
1
2
0
(
4
4
)
1
4
8
1

㈱
シ
ー
・
ア
イ
ー
シ
ー

(
信
販
・
銀
行
系
カ
ー
ド
、
小
売
業

の
カ
ー
ド
な
ど
の
場
合
)

0
1
2
0
(
8
1
)
0
4
1
4

▼

自
衛
策

▲

▽
暗
証
番
号
に
自
分
の
電
話
番
号
・

生
年
月
日
な
ど
を
使
用
し
な
い
(
本

人
過
失
に
な
り
、
免
責
さ
れ
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
)

▽
ク
レ
ジ
ッ
ト
の
利
用
控
を
保
管
し

て
お
く
(
本
人
が
利
用
し
て
い
な
い

こ
と
の
証
明
に
も
な
り
ま
す
)

▽
家
族
や
友
人
に
も
絶
対
ク
レ
ジ
ッ

ト
カ
ー
ド
を
貸
さ
な
い

☆
身
に
覚
え
の
な
い
携
帯
電
話
な
ど

の
ツ
ー
シ
ョ
ッ
ト
ダ
イ
ヤ
ル
の
料
金

請
求最

近
、
マ
ス
コ
ミ
で
取
り
上
げ
ら

れ
た
、「
ワ
ン
切
り
」の
場
合
に
は
、途

中
で
電
話
を
切
っ
て
い
れ
ば
、
料
金

請
求
を
受
け
た
事
例
は
今
の
と
こ
ろ

な
い
よ
う
で
す
。

し
か
し
、
突
然
、
電
話
や
ハ
ガ
キ

で
、
使
用
し
た
覚
え
の
な
い
ツ
ー
シ

ョ
ッ
ト
ダ
イ
ヤ
ル
の
料
金
請
求
が
き

た
と
い
う
相
談
は
、
後
を
た
ち
ま
せ

ん
。
対
応
方
法
は
、
警
察
へ
通
報
す

る
と
と
も
に
、

▽
使
用
し
て
い
な
け
れ
ば
、
絶
対
払

わ
な
い

▽
自
分
の
氏
名
・
住
所
や
自
宅
の
電

話
番
号
な
ど
個
人
情
報
を
教
え
な
い

▽
集
金
に
来
る
と
い
っ
て
も
、
実
際

に
く
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
(
も
し
。

来
た
と
き
は
警
察
へ
通
報
す
る
)

▽
仮
に
利
用
し
て
い
た
と
し
て
も
、

利
用
料
以
外
は
支
払
う
義
務
は
あ
り

ま
せ
ん

▼

自
衛
策

▲

▽
家
族
や
友
人
が
使
用
す
る
こ
と
も

考
え
ら
れ
る
の
で
、
携
帯
電
話
の
管

理
を
し
っ
か
り
す
る

▽
利
用
し
た
料
金
を
支
払
っ
た
ら
、

領
収
書
は
証
拠
と
し
て
保
管
す
る

日
常
生
活
に
は
、
様
々
な
ト
ラ
ブ

ル
が
隠
れ
て
い
ま
す
。
新
社
会
人
の

皆
さ
ん
も
、
十
分
に
気
を
つ
け
て
新

し
い
生
活
を
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。

蔘
若
者
の
ト
ラ
ブ
ル
ー
ー
O
番

「
若
者
向
け
悪
質
商
法
被
害
防
止

共
同
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
と
し
て
、
都

内
の
消
費
者
セ
ン
タ
ー
と
合
同
で
行

い
ま
す
。

日
程
=
3
月
7
困
・
8

日
倒

※
消
費
者
セ
ン
タ
ー
で
は
、

こ
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
限
ら
ず
、
様

々
な
消
費
生
活
相
談
も
受
け
付
け
て

い
ま
す
。
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
先
=
消
費
者
セ
ン
タ
ー
(
相
談

受
付
平
日
午
前
9
時
～
午
後
4
時

4
5分
)
相
談
専
用
番
号

(
3
8
8
0
)
5
3
8
0

宿
泊
施
設
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

□
5
・
6
月
分
の
利
用
案
内

申
し
込
み
は
、
生
涯
学
習
振
興
公

社
の
各
施
設
(
わ
た
し
の
便
利
帳
4
4

ペ
ー
ジ
参
照
)
で
受
け
付
け
ま
す
。

申
込
=
公
社
の
各
施
設
で
販
売
す
る

申
込
ハ
ガ
キ
(
5
0円
)
に
、
必
要
事

項
を
記
入
し
、郵
送
ま
た
は
持
参
(
I

グ
ル
ー
プ
ー
枚
に
限
り
ま
す
)

期

間
=
3
月
1
日
～
1
0日
必
着
(
抽
選

結
果
を
3
月
3
1日
ま
で
に
郵
送
し
ま

す
)

当
選
者
受
付
=
4

月
H
日
ま

で
に
各
公
社
施
設
で
利
用
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い
(
こ
の
期
間
を
過
ぎ

る
と
キ
ャ
ン
セ
ル
扱
い
に
な
り
ま

す
)

□
空
き
室
の
利
用

《
5
・
6
月
分
》

抽
選
後
の
空
き
室
の
申
し
込
み

は
、
偶
数
月
の
第
2
金
曜
日
(
今
回

は
4
月
1
2日
)
か
ら
公
社
の
各
施
設

で
直
接
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

《
2
・
3
・
4
月
分
》

随
時
、
申
し
込
み
を
受
け
付
け
て

い
ま
す
。
※
仮
予
約
後
、3
日
以
内

に
お
近
く
の
公
社
施
設
で
利
用
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
こ
の
期
間
を

過
ぎ
る
と
キ
ャ
ン
セ
ル
扱
い
に
な
り

ま
す
(
申
し
込
み
は
利
用
日
の
3
日

前
ま
で
で
す
)

平
日
は
比
較
的
空
室
が
あ
り
ま
す

の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

● 各 施設利用案内5 ・6 月利用分

※ 利用申込は2 人以上。1グループ、ハガキ1 通でお願いします。
「那須・森の冢」へは直通バスも運行しています。公社窓口へお問い合わせください。
「鹿沼野外レクレーシヨンセンター亅の4月27日～5月8日、21日、22日の休憩は、利
用できません

3 月10日は

東京都平和の日

東
京
大
空
襲
を
は
じ
め
、
先
の
戦
災
で
亡

く
な
ら
れ
た
方
々
の
ご
掫
齔
と
世
界
の
恒
久

平
和
を
祈
念
し
て
、3
月
1
0日
、
午
前
1
1時
3
0

分
か
ら
1
分
間
の
黙
と
う
を
行
い
ま
す
。

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

《
総
務
係

》

○ 訂 正と おわび2 月10 日号4 面「13年度 行政評価レ ポート 」の表「12年 度におけるコ スト の例示」に 誤りがあり まし た。訂正し ておわびし ます。
[ 誤] 「生活習 慣病予防 健診亅 受 診者 一人当たりのコ スト … 13, 777 円 区立保育園 児一人当たりの 嘔均月額保 育料… 11, 270 円
[ 正] 「がん検 診」受診者一 人当たりのコ スト … 4, 468 円 区 立保育園 児一 人当たりの平均 月額保育料… 11, 726 円 《区 政改革 》
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みんなでつくる
まちづくり

「ともに創る 定立の未来」をめざして

区
で
は
、ま
ち
づ
く
り
に
4
つ
の
方
向
性
(
①
安

全
な
ま
ち
、②
快
適
な
環
境
の
ま
ち
、③
活
力
の
あ

る
ま
ち
、④
便
利
な
ま
ち
)
を
示
し
、バ
ラ
ン
ス
の

と
れ
た
ま
ち
づ
く
り
施
策
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、地
域
の
皆
さ
ん
が
住
み
続
け
た
い
と
思

う
ま
ち
づ
く
り
は
、行
政
だ
け
の
力
で
は
不
十
分
で

す
。区
民
と
行
政
が
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
情
報
を

共
有
し
、共
通
の
価
値
観
を
持
ち
、ま
ち
づ
く
り
を

進
め
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

今
、区
内
各
地
で
は
、自
ら
の
ま
ち
の
将
来
を
住

民
が
中
心
に
な
っ
て
考
え
る
取
り
組
み
や
、住
民
参

加
型
の
公
園
づ
く
り
な
ど
、地
域
の
ま
ち
づ
く
り
を

自
ら
の
手
で
進
め
よ
う
と
い
う
活
動
が
盛
ん
に
行

わ
れ
、既
に
皆
さ
ん
の
ア
イ
デ
ア
と
協
力
が
ま
ち
づ

く
り
に
活
か
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
回
紹
介
す
る
地
域
の
よ
う
に
、皆
さ
ん
の
積
極

的
な
ま
ち
づ
く
り
へ
の
参
加
を
期
待
し
ま
す
。

問
先
=

ま
ち
づ
く
り
推
進
係

(
3
8
8
0
)
5
9
3
3

子どもたちの発想を活かす
栗島中学校まちづくり学習会

栗島中学校では、全校生徒を対象とした「総
合的な学習の時間・立志の時間」に、「10年
後のまちをより住み良いまちにするための知
恵を結集しよう」をテーマとして個人、グル
ープで調査・研究に取り組んでいます。「公
園のごみ箱論争」「地域の方々との連携」「バ
リアフリー」など検討項目は様々。
生徒会の皆さんが、まちづくりに果たすこ
とができる中学生の役割について3 つの約束
をしてくれました。

①安全なまちにする
②美しいまちにする
③明るいまちにする

校舎の周りにある4 つの大きな掲示板で紹
介される、研究や行動の成果などの様々な情
報発信が楽しみです。

栗
島
中
生
徒
会
の
皆
さ
ん

道路拡幅、公園づくりを住民の手で
街なみ環境整備事業

本木二丁目は、早くから市街化されたため、公園も少なく、
狭い道路や行き止まりの路地が多い地区です。道路が狭く、住
宅が密集している地区では、火災などの災害時には、消防車や
救急車が通れず、消火活動や住民の避難にも影響が出てきます。
建築基準法では、建物は幅4m 以上の道路に接しなければな
りません。改築時に4m 未満の道路は、中心から2m まで後退
して建て直すのですが、それを待っていたら、道路が広がるに
は50年以上かかってしまいます。そこで奮起したのが、まちづ
くり推進委員である地元の島田浩さん。粘り強く地域で話し合
い、整備協定を結び、拡幅の土地を出し合いました。
まちづくりに取り組んで15年経った今では、住民自らが計画

して、防火貯水槽などを公園に設置したり、ブロック塀を生け
垣に替えるなど、景観づくりも進み、まちが変わってきました。
防災上などに問題の多かった地区でしたが、現在では、確実
に「自分たちのまちは自分たちでつくり、守っていく」という
意識と責任感が芽生えています。

道
幅
が
広
が
り
、
車
が
通
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た

整備前

整備後

私たちのまちを紹介
東伊興景観まちづくりを考える会

地区の景観づくりやまちづくりを進めるために、住民が中
心となり、狭間の寺町や毛長の水辺、伊興の農地、人のあた
たかさを大切にしたまちなど、まちの良い所や誇れる所を発
見し、自らも楽しみながら景観まちづくり活動を実践してい
る研究会( 田中正次会長) です。
その結果として、だれもが歩いて楽しめる「東伊興いいと

こマップ」をまとめました。地域の人やまちを訪れ散策する
人が活用しています。現在では、このマップをより充実させ
るため、「春は桜、夏は水辺、秋は実り、冬は日だまり」と
いう四季の散策ルートづくりを検討中です。
また、新設された東伊興淵之宮公園や伊興北の根公園も、
区と協力し合い、どんな公園が良いのか計画づくりから参加
し、みんなの意見を取りまとめて、素晴らしい公園が完成し
ました。
田中会長は、考える会の今後について、「活動の成果をま
とめ、伊興地区の誇れる所を後世に残していくために、近く
『潤いと歴史ある風景づくり宣言』として発表したい」と語
ってくれました。

田
中
正
次
会
長

「東伊興いいとこマップ」

まちづくり公社( 区役所

北館4 階) にあります

みんなでつくる公園
みんなで公園を考える会( 足立一・二・三丁目地区)

足立一・二・三丁目地区では、第24地区まちづくり連絡会(
千原林市会長) を通じて、まちづくりに関する様々な協議(
道路・公園整備等) をしています。今回、公園整備に関して、
地域全体の幅広い意見を集めるため「みんなで公園を考える会」
を公募で発足させ、より身近なまちづくりに取り組んでいます。
考える会では、アンケート調査・周辺の公園の現況把握・まち

かどインタビューなど
の活動を行いました。
それを受けグループご
とに公園計画案を検討
し、「緑の多い公園」「散
歩ができる公園」など
の提案が出されていま
す。地域の皆さんに愛
される公園をめざして
頑張っています。

積
極
的
に
意
見
が
出
さ
れ
る

買い物袋を持って
地元の商店へ行こう

3 月 ス タ ー ト 買 い 物 袋

持参推進キャンペーン

「
つ
い
忘
れ
て
し
ま
う

」「
レ
ジ
袋

は
い
ら
な
い
と
言
う
の
が
は
ず
か
し

く
て
…
」

そ
ん
な
あ
な
た
を
勇
気
づ
け
る
ス

テ
ッ
カ
ー
が
3
月
か
ら
区
内
各
商
店

に
お
目
見
え
し
ま
す
。「
買
い
物
袋
の

持
参
を
呼
び
か
け
、
ム
ダ
に
な
る
レ

ジ
袋
を
1
枚
で
も
減
ら
し
た
い
」
と

い
う
商
店
主
の
想
い
を
結
集
さ
せ
た

足
立
区
商
店
街
振
興
組
合
連
合
会
の

協
力
に
よ
り
、
区
内
全
域
で
の
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
実
施
と
な
り
ま
し
た
。

つ
い
つ
い
便
利
な
レ
ジ
袋
に
頼
っ

て
し
ま
い
が
ち
で
す
が
、
ご
み
を
減

ら
し
て
環
境
を
守
る
た
め
に
も
、
こ

の
機
会
に
ご
自
分
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ

ル
を
見
直
し
て
み
ま
せ
ん
か
?

マ
イ
バ
ッ
グ
得
得
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

3
月
1
0日
㈲
、

マ
イ
バ
ッ
グ
持
参
の
方
に

区
内
6
商
店
街
に
て
商
品
券
5
0
0円分

を
先
着
1
0
0人
に
プ
レ
ゼ
ン
ト

日
時
=
3
月
1
0
日
脚
、
午
後
1
時
～

2
時

場
所
=
千
住
旭
町
商
店
街
/

北
千
住
サ
ン
ロ
ー
ド
商
店
街
/
東
和

銀
座
商
店
街
/
青
井
兵
和
通
り
商
店

街
/
竹
の
塚
東
口
商
店
街
/
関
三
通

り
商
業
会

内
容
=
会
場
の
商
店
街

に
買
い
物
袋
(
ま
た
は
、
か
ご
)
を

持
っ
て
来
た
先
着
1
0
0
人
の
区
民
1
人

に
つ
き
区
内
共
通
商
品
券
5
0
0
円
分
を

プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す

※
当
日
は
、
区
民
グ
ル
ー
プ
に
よ
る

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
行
動
も
行
わ
れ
ま
す

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
協
力
商
店
を
募
集

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
協
力
い
た
だ
け

る
区
内
小
売
店
舗
に
は
、
ス
テ
ッ
カ

ー
(
ポ
ス
タ
ー
)
を
差
し
上
げ
て
い

ま
す
。
く
わ
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。
※
足
立
区
商
店
街
振

興
組
合
連
合
会
未
加
入
の
小
売
店

で
、
ス
テ
ッ
カ
ー
(
ポ
ス
タ
ー
)
申

請
書
を
提
出
さ
れ
て
い
な
い
お
店
が

対
象
と
な
り
ま
す

問
先
=
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
課

(
3
8
8
0
)
5
8
6
0

▲ キャンペーンのステッカー

区
議
会
の
会
議
日
程

議
会
運
営
委
員
会
お
よ
び
区
議
会

第
1
回
定
例
会
の
日
程
は
、
表
1
の

と
お
り
で
す
。
本
会
議
お
よ
び
委
員

会
は
公
開
し
て
い
ま
す
。
傍
聴
は
、

定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選
(
開
会

予
定
の
1
時
間
前
か
ら
整
理
券
を
発

行
し
、
3
0分
前
に
抽
選
)
と
な
り
ま

す
。
問
先
=
区
議
会
事
務
局

(
3
8
8
0
)
5
9
9
5

表1　 区議会会議日程

※日程は予告なく変更する場合があります。お問い合わせ
ください

活
躍
し
て
ま
す

ま
ち
づ
く
り
推
進
乗
員

交
通
安
全
ま
ち
づ
く
り
研
究
会

「
区
内
の
交
通
事
故
を
少
し
で
も

減
ら
し
、区
民
が
安
全
・
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
よ

う
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
掲
げ
、
1
2年
7

月
に
誕
生
し
た
こ
の
研
究
会
(
廣

川
和
一
会
長
)
は
、
足
立
区
ま
ち
づ

く
り
推
進
委
員
の
3
人
(
柿
沼
貫
太

郎
委
員
、
古
庄
孝
夫
委
員
、
柳
川
峯

子
委
員
)
が
中
心
と
な
り
活
動
を
し

て
い
ま
す
。
取
り
組
み
は
、
各
交
通

安
全
協
会
と
区
内
4
警
察
署
の
協
力

体
制
の
確
立
や
駅
周
辺
の
交
通
危
険

箇
所
の
抽
出
・
解
決
策
の
提
案
な
ど
、

区
民
へ
の
交
通
安
全
啓
発
活
動
が
中

心
で
す
。
発
起
人
の
1
人
、
柿
沼
委

員
は
、「
足
立
区
に
は
交
通
弱
者
と
言

わ
れ
る
高
齢
者
や
障
害
者
が
数
多
く

い
ま
す
。
歩
道
の
段
差
や
電
柱
、
違

法
看
板
、
放
置
自
転
車
は
、
子
ど
も

や
お
年
寄
り
に
と
っ
て
危
険
な
障
害

物
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
に
は
、
や
は

り
行
政
が
主
体
と
な
っ
て
進
め
る
調

査
や
点
検
だ
け
で
な
く
、
住
民
サ
イ

ド
の
目
線
と
言
葉
で
、
地
域
の
実
状

を
把
握
し
、
交
通
安
全
を
通
じ
て
ま

ち
づ
く
り
活
動
の
展
開
を
図
っ
て
い

き
た
い
」
と
、
研
究
会
に
か
け
る
思

い
を
熱
く
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

▲ 研究会主催による「交通安全まちづく
り研究の集い」

ま
ち
づ
く
り

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

地
域
の
皆
さ
ん
が
円
滑
に
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
ら
れ
る
よ
う
、
ま
ち
づ

く
り
推
進
委
員
・
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
を

派
遣
し
て
い
ま
す
。「
推
進
委
員
」は
、

地
域
を
代
表
す
る
相
談
者
と
し
て
、

「
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
」
は
専
門
的
な
助

言
者
と
し
て
。
ま
ち
づ
く
り
の
た
め

の
お
手
伝
い
を
し
ま
す
。
こ
の
ま
ち

づ
く
り
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
を
募
集
し
ま

す
。
対
象
=
満
3
5歳
以
上
で
3
年

以
上
区
内
に
居
住
し
、
ま
ち
づ
く
り

に
熱
意
が
あ
り
、
知
識
と
経
験
の
あ

る
方

募
集
人
員
=
7

人
(
選
考
)

申
込
=
電
話

期
限
=
3
月
8
日

問
先
=
ま
ち
づ
く
り
推
進
係

(
3
8
8
0
)
5
9
3
3

まちづくり
俳句・川柳

テーマ
「私が住んでいるまち、住みたいまち」

第
1
4
回
あ
だ
ち
ま
ち
づ

く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム
&
ト
ラ

ス
ト
講
演
会
で
「
ま
ち
づ
く

り
俳
句
・
川
柳
」
を
募
集
し
、

応
募
作
品
(
俳
句
千
4
7
2作

品
、
川
柳
6
1
7作
品
)
の
中
か

ら
、
次
の
作
品
が
優
秀
賞
に

選
ば
れ
ま
し
た
。

《
ま
ち
づ
く
り
俳
句
優
秀
作
品
》

(炎
天
寺
住
職
　
吉
野
盂
彦
選
)

小
学
生
の
部

学
校
の
ま
わ
り
に
公
園
花
い
っ
ぱ
い

宮
崎
紗
蘭
(
東
栗
原
小
4
年
)

中
学
生
の
部

夏
祭
り
小
さ
な
小
さ
な
同
窓
会

田
中
杏
沙
(
第
十
一
中
1
年
)

一
般
の
部

彼
の
住
む
街
並
み
映
す
夕
日
か
な

田
島
靜
(
綾
瀬
一
丁
目
)

《
ま
ち
づ
く
り
川
柳
優
秀
作
品
》

(
足
立
川
柳
会
・
川
柳
選
定
委
員
会
選
)

小
学
生
の
部

こ
の
町
は
歴
史
い
っ
ぱ
い
宝
箱

青
柳
ひ
と
み
(
千
寿
第
三
小
6
年
)

中
学
生
の
部

や
さ
し
さ
が
街
を
歩
く
と
見
え
て
く
る

岡
野
勇
作
(
第
三
中
2
年
)

一
般
の
部

腰
掛
け
の
つ
も
り
の
町
に
孫
が
出
来

河
合
絢
子
(
中
川
四
丁
目
)

ま
ち
づ
く
り
俳
句
・
川
柳
展

「
子
ど
も
の
ま
な
ざ
し
展
」

応
募
さ
れ
た
全
作
品
を
展
示

し
ま
す
。

期
間
=
3
月
1
日
～
8
日

場
所
=
区
役
所
1
階
区
民
ロ
ビ
ー

期
待
さ
れ
て
い
ま
す

N
P

O
法
人

今
回
は
、
N
P
O
法
人
の
活
動
内

容
や
行
政
の
関
わ
り
な
ど
を
、
一
例

を
挙
げ
て
紹
介
し
ま
す
。

学
校
不
登
校
の
児
童
・
生
徒
を
支

援
す
る
N
P
O
法
人
「
○
☆
会
」
が

設
立
さ
れ
た
と
仮
定
し
ま
す
。

行
政
と
し
て
は
、
例
え
ば
足
立
区

が
チ
ャ
レ
ン
ジ
学
級
を
設
置
し
て
い

る
よ
う
に
、
不
登
校
の
児
童
・
生
徒

が
登
校
で
き
る
た
め
に
様
々
な
は
た

ら
き
か
け
や
対
応
を
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
そ
の
う
え
で
も
登
校
が

困
難
な
子
ど
も
に
対
し
て
、
○
☆
会

が
活
動
を
始
め
ま
し
た
。
ま
ず
家
庭

を
訪
問
し
、
子
ど
も
と
接
す
る
う
ち

に
パ
ソ
コ
ン
に
興
味
が
あ
る
と
い
う

こ
と
を
発
見
し
ま
し
た
。
そ
し
て
パ

ソ
コ
ン
の
得
意
な
メ
ン
バ
ー
が
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
で
絵
を
描
く
活
動
に
誘
い

ま
し
た
。

次
第
に
心
を
開
い
て
き
た
子
ど
も

の
上
達
は
早
く
、
家
族
に
将
来
の
夢

を
話
す
な
ど
性
格
も
明
る
く
な
り
ま

し
た
。
力
作
も
数
多
く
で
き
、
ほ
か

の
子
ど
も
た
ち
の
彫
刻
や
手
芸
品
な

ど
と
一
緒
に
展
示
会
を
開
き
ま
し

た
。展

示
会
に
は
賛
同
者
も
招
き
、
作

品
の
素
晴
ら
し
さ
と
子
ど
も
の
努
力

に
対
す
る
感
動
を
与
え
ま
し
た
。

子
ど
も
自
身
も
、
社
会
に
役
立
つ

た
と
い
う
認
識
を
抱
き
、
賛
同
者
と

の
交
流
を
と
お
し
て
励
ま
し
を
受

け
、
頑
張
っ
て
学
校
に
登
校
す
る
自

信
を
得
て
い
き
ま
し
た
。

行
政
は
、
N
P
O

法
人
の
活
動
が

円
滑
に
進
む
よ
う
に
、
情
報
や
展
示

会
場
を
提
供
す
る
な
ど
の
支
援
を
行

い
ま
し
た
。
ま
た
、
○
☆
会
の
運
営

資
金
は
、
利
用
者
の
負
担
金
の
ほ
か
、

賛
同
者
に
よ
る
寄
付
金
な
ど
で
成
り

立
っ
て
い
ま
す
。

以
上
の
で
き
ご
と
は
仮
定
に
す
ぎ

ま
せ
ん
が
、
こ
れ
も
N
P
O

法
人
の

活
動
の
一
つ
で
す
。
こ
の
例
の
よ
う

に
、
市
民
の
立
場
か
ら
の
自
由
な
発

想
で
、
個
々
の
需
要
に
応
じ
た
柔
軟

な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
な
が
ら
、
広

く
た
く
さ
ん
の
人
々
の
心
を
つ
な
げ

て
い
く
役
割
を
果
た
し
て
い
く
の
で

す
。　
　
　
　
　
　
　
　

《
広
報
課
》
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催
し
物
ガ
イ
ド

定員に先着順
とあるものは
2 月26 日
から受け付け

▽
6
・
7
面
で
問
い
合
わ
せ
先
の
電
話
番
号
が
な
い
も
の
は

区
役
所
へ
　
　
　
　
　
　
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

凡例

申
込
…
申
し
込
み
方
法
　

期
限
…
申
し
込
み
期
限

場
・
申
・
問
先
…
場
所
・
申
し
込
み
先
・
問
い
合
わ
せ
先

あ
し
だ
ち
大
学

日
程
等
=
表
1

場
所
=
綾
瀬
プ
ル

ミ
エ

対
象
=
区
内
在
住
・
在
勤
で
6
0

歳
以
上
の
方
(
2
月
1
日
現
在
)

定
員
=
2
0
人
(
抽
選
)

費
用
=
無
料

申
込
=
往
復
(

ガ
キ
に
住
所
、
氏

名
、
年
齢
、
性
別
、
電
話
番
号
を
明

記

期
限
=
3
月
3
日
必
着

申
・

問
先
=
住
区
推
進
課
事
業
調
整
係

(
3
8
8
0
)
5
8
5
8

表1　 あしだち大学日程等

春
花
展
示
会

区
内
花
き
農
家
が
栽
培
し
た
約
4
0

点
の
花
を
展
示
し
、
展
示
品
の
チ
ャ

リ
テ
ィ
ー
販
売
も
行
い
ま
す
。

展
示
会

日
時
=
3
月
6
日
㈲
、
午
後
1
時
～
5

時
/
7
日
困
、
午
前
8
時
3
0分
～

午
後
1
時

場
所
=
区
役
所
1
階
区

民
ロ
ビ
ー

展
示
品
の
販
売
・
花
の
配
布

▽
展
示
品
の
販
売

日
時
=
3
月
7

日
㈲
、
午
後
2
時
3
0分

場
所
=
区

役
所
正
面
広
場

※
1
人
1
点

▽

花
の
配
布
(
先
着
1
0
0人)

日
時
=
3

月
7
日
㈲
、
午
後
2
時
3
0分

場
所
=

区
役
所
1
階
区
民
ロ
ビ
ー

※
ど

ち
ら
も
状
況
に
よ
り
整
理
券
を
配
布

―
―
い
ず
れ
も
―
―

問
先
=
農
産
係(

3
8
8
0
)
5
8
6
6

船
で
行
く

清
掃
施
設
見
学
会

日
時
=
3
月
3
0日
倒
、
午
前
8
時
3
0

分
～
午
後
4
時
3
0分

見
学
場
所
=

東
京
湾
埋
立
て
処
分
場
、

西
臨
海

水
族
園

対
象
=
区
内
在
住
の
方

定
員
=
4
5人
(
抽
選
)

費
用
=
千
円

(昼
食
代
)

申
込
=
往
復
(

ガ
キ

に
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
、

「
施
設
見
学
会
希
望
」
を
明
記

期

限
=
3
月
7
日
必
着

申
・
問
先
=

あ
だ
ち
再
生
館

〒
1
2
0・0
0
1
1

中
央
本
町
2
-
9
-
1

(
3
8
8
0
)
9
8
0
0

1
4年
度

あ
だ
ち
日
曜
教
室

知
的
ハ
ン
デ
ィ
の
あ
る
青
年
た
ち

の
友
達
づ
く
り
や
学
習
の
場
「
あ
だ

ち
日
曜
教
室
」
の
新
年
度
の
仲
間
を

募
集
し
ま
す
。
期
間
=
4
月
1
4
日
～

1
5
年
3
月
9
日
、
原
則
と
し
て
毎

月
第
2
日
曜
日
(
年
1
2
回
)
、
午
前
9

時
3
0
分
～
午
後
4
時
※
年
1
回
1

泊
2
日
の
宿
泊
学
習
会
あ
り

対
象
=

区
内
在
住
の
区
立
中
学
校
身
障
学

級
お
よ
び
養
護
学
校
な
ど
の
卒
業
生

(卒
業
見
込
者
を
含
む
)
で
、
各
行

事
に
1
人
で
参
加
で
き
る
2
5歳
ま
で

の
方

内
容
=
▽
午
前
…
全
体
学
習

(文
字
・
ビ
デ
オ
学
習
、
創
作
活
動
、

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
)

▽
午
後
・
:

コ
ー
ス
学
習
(
工
作
、
調
理
、
ス
ポ

ー
ツ
、
音
楽
、
写
真
・
ビ
デ
オ
の
い

ず
れ
か
を
年
間
を
通
じ
学
習
)

定

員
=
若
干
名
(
抽
選
)

費
用
=
年
間

教
材
費
4
千
円
(
諸
行
事
で
の
個
人

経
費
は
そ
の
都
度
実
費
負
担
)

申

込
=
所
定
の
申
込
書
を
持
参

※
申

込
書
は
青
少
年
セ
ン
タ
ー
に
あ
り

期
限
=
3
月
2
0日

場
・
申
・
問
先
=

青
少
年
セ
ン
タ
ー

(
3
8
9
0
)
0
0
6
1

青
少
年
講
座

「
セ
ッ
ケ
ン
を
つ
く
ろ
う
!

」

日
時
=
3
月
1
6
日
倒
、
午
後
2
時
～

4
時
対
象
=
小
学
校
4
年
生
～
中

学
生

定
員
=
2
0
人
(
抽
選
)

費
用
=
1
0
0

円
(
傷
害
保
険
料
)

申
込
=
往

復
(
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、
学
年
、

電
話
番
号
を
明
記

期
限
=
3
月
8

日
必
着

申
・
問
先
=
青
少
年
セ
ン

タ
ー

〒
1
2
3・0
8
4
1

西
新
井
1
-
4
-
1
7

(
3
8
9
0
)
0
0
6
1

博
物
館
の
映
画
会

第
2
土
曜
日
の
無
料
公
開
日
に
映

画
を
上
映
し
ま
す
。
日
時
=
3
月

9
日
倒
、
午
前
1
1
時
内
容
=
「
ふ

る
さ
と
の
伝
承
合
掌
の
里
に
念
仏

が
聞
こ
え
る
～
富
山
県
五
箇
山
地
方
～

」
(
4
5分
)
・
:合
掌
造
り
の
里
に
住

む
人
々
の
信
仰
と
つ
な
が
り

申
込
=

当
日
直
接
会
場
へ

費
用
=
無
料

場
・
問
先
=
郷
土
博
物
館

(
3
6
2
0
)
9
3
9
3

映
画
「
D
R
U
G

」

(ド
ラ
ッ
グ
)
上
映
会

覚
せ
い
剤
に
手
を
出
し
て
、
一
生

を
台
無
し
に
し
て
し
ま
う
若
者
が
増

え
て
い
ま
す
。
映
画
を
通
じ
て
、
覚

せ
い
剤
の
恐
ろ
し
さ
を
考
え
て
み
ま

せ
ん
か
。
日
時
=
3
月
1
3日
㈲
、午

後
6
時
3
0分
～
9
時

場
所
=
竹
の

塚
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル

定
員
=
3
0
0人

(先
着
順
)

費
用
=
無
料

申
込
=

電
話

申
・
問
先
=
生
涯
学
習
課

調
整
係

(
3
8
8
0
)
5
9
8
5

ワ
ク
ワ
ク
ド
キ
ド
キ
コ
ン
サ
ー
卜

う
た
っ
て
交
流
!
三
世
代

日
時
=
3
月
2
日
出
、
午
後
2
時
～

4
時
3
0分

場
所
=
西
部
区
民

ホ
ー
ル

内
容
=
歌
、
演
奏
、
ダ

ン
ス
な
ど

費
用
=
無
料

申
込

=
当
日
直
接
会
場
へ

問
先
=
西

部
児
童
館
老
人
館

(
3
8
9
7
)
5
0
1
6

図
書
館
臨
時
休
館

防
災
点
検
や
館
内
消
毒
な
ど
の
た

め
一
部
の
図
書
館
を
臨
時
休
館
し
ま

す
。
ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

開
館
中
の
図
書
館
を
ご
利
用
く
だ
さ

い
。
休
館
す
る
図
書
館
=

▽
3
月
1
1

日
㈲…

中
央
・
佐
野
・
保
塚
・
竹

の
塚
・
や
よ
い
・
鹿
浜
・
新
田
図
書
館

▽
3
月
1
8日

…
東
和
・
舎
人
・
江

北
・
花
畑
・
梅
田
・
伊
興
・
興
本
図

書
館

問
先
=
中
央
図
書
館

(
5
8
1
3
)
3
7
4
0

女
性総
合
セ
ン
タ
ー
の
催
し
&団
体
登
録

□
当
世
パ
ラ
サ
イ
ト
・
シ
ン
グ
ル
事

情
～
結
婚
し
た
い
?
し
た
ほ
う
が
い

い
?
～

「
パ
ラ
サ
イ
ト
・
シ
ン
グ
ル
」
や
　

「
友
達
親
子
」
な
ど
、
今
ど
き
の
親

と
子
の
関
係
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま

せ
ん
か
。
日
程
等
=
表
2
対
象

=
区
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方

定
員
=
4
0
人
(
抽
選
)
申
込
=
電
話

ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
期
限
=
3
月
7
日

□
ト
ー
ク
&
ト
ー
ク

お
ん
な
3
人

話
し
放
題
「
愛
し
も
う
よ
　
私
の
か

ら
だ
」

女
性
の
体
を
女
性
が
語
る
、
ち
ょ

っ
と
専
門
的
・
具
体
的
な
講
座
で
す

(企
画
運
営
・
:足
立
区
女
性
大
学
連

合
会
・
女
性
大
学
同
窓
会
実
行
委
員

会
)
。
日
時
=
3
月
1
7日
向
、
午
後
1

時
3
0分
～
3
時
3
0分

対
象
=
区

内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方
お
よ
び

女
性
大
学
修
了
生

パ
ネ
リ
ス
ト
=

宮
淑
子
氏
(
フ
リ
ー
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス

ト
)
、丸
本
百
合
子
氏
(
百
合
レ
デ
ィ

ス
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長
)
、芦
野
由
利
子

氏
(

日
本
家
族
計
画
連
盟
事
務
局

次
長
)

定
員
=
1
0
0人(
先
着
順
)

申
込
=
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス

期

限
=
3
月
1
2日

※
講
座
終
了
後
に

交
流
会
を
予
定
(
参
加
費
5
0
0円)
。
参

加
を
希
望
す
る
方
は
申
し
込
み
時
に

お
伝
え
く
だ
さ
い

□
夫
と
い
う
男
、
妻
と
い
う
女
～
家

庭
の
中
の
ス
テ
キ
な
異
性
と
は
?
～

夫
婦
で
い
る
と
い
う
こ
と
は
ど
う

い
う
こ
と
か
、
よ
い
夫
婦
関
係
を
維

持
す
る
た
め
に
考
え
て
み
ま
せ
ん

か
。
日
時
=
3
月
1
6日
倒
、午
前
1
0

時
～
正
午

対
象
=
区
内
在
住
・
在

勤
・
在
学
の
方

講
師
=
円
よ
り
子

氏
(
現
代
家
族
問
題
研
究
所
代
表
)

定
員
=
4
0

人
(
先

着
順
)

申
込
=

電

話

―
―
い
ず
れ
も
―
―

場
所
=

エ
ル

・
ソ

フ
ィ

ア

費

用
=

無
料

※
保
育
(

満
6

ヵ
月
以

上
学

齢
前
)

を

希

望
す

る
方

は
お
子

さ

ん

の
名

前

、
性
別

、
生

年
月

日
を

お
知

ら
せ

く

だ
さ

い
(

各

定
員
1
5
人

、
抽

選
)

申
・
問
先
=

女

性

総
合
セ

ン

タ

ー
　
　
　
(
3
8
8
0
)
5
2
2
2

(
3
8
8
0
)
0
1
3
3

□

女

性
総

合

セ
ン

タ

ー
団

体
登

録

制

度
区

内

の
女
性

団
体

な

ど
の
活

動
を

支
援

す

る
た

め
の
登

録
制

度
で

す

。

登
録

団
体

は

エ
ル

・
ソ

フ
ィ

ア
内

の

施

設

抽

選
会

に
参

加

で

き
ま

す

。

対
象

団
体
=

区
内

在

住

・
在
勤

・
在

学

の
7

人

以
上

で
構

成

さ
れ

、
そ

の
7

割

以
上

が
女

性

で
あ
り

、
政

治
活

動

・
宗
教

活
動

・
営

利
活

動
を

目
的

と
し

て

い
な

い
団
体

申

込
=

所
定

の
申

請
書

を
提
出

※
申

請
書

は
女

性

総
合

セ
ン

タ
ー
窓

口
ま

た

は
区

フ

ァ
ク
ス
情

報

サ
ー
ビ
ス
　
(
3
8
8
9
)
3
3
9
9
(

コ
ー
ド
番

号
1
4
4
2
)

を

ご
利
用

く

だ

さ

い

期
限
=
3

月
1
5
日

申

・
問

先
=

女

性
総

合
セ

ン
タ
ー

〒
1
2
3・
0
8
5
1

梅

田
7
-
3
3
-
I

(
3
8
8
0
)
5
2
2
2

表2　 当世パラサイトシングル事情日程等

※ いずれも時間は、午前10時～正午

掲
示
板

□
春
の
火
災
予
防
運
動
「
だ
れ
か
よ

り
　
私
が
や
り
ま
す
　
火
の
用
心
」

新
宿
区
歌
舞
伎
町
で
発
生
し
た
火

災
を
受
け
て
「
階
段
・
廊
下
ク
リ
ー

ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
～
安
全
な
避
難
の

た
め
に
～
」
を
重
点
と
し
て
推
進
し

ま
す
。
期
間
=
3
月
1
日
～
7
日

問
先
=
千
住
消
防
署

(
3
8
8
2
)
0
1
1
9

足
立
消
防
署(

3
8
5
9
)
0
1
1
9

西
新
井
消
防
署(

3
8
5
3
)
0
1
1
9

□
薬
剤
師
募
集

内
容
=

都
立
肢
体
不
自
由
児
施
設

(診
療
所
併
設
)
で
の
薬
剤
業
務

勤
務
日
数
等
=
月
4
日
程
度
、
午
前
9

時
～
午
後
5
時

給
与
=
日
額
1

万
9
0
0円(
交
通
費
含
む
)

資
格
=
薬

剤
師

申
込
=
電
話

場
・
申
・
問

先
=
都
立
北
療
育
医
療
セ
ン
タ
ー
城

北
分
園
(
南
花
畑
5
-
1
0
-
1
)
・
星

野
　
　
　
(
3
8
8
3
)
5
1
3
1

(午
後
3
時
～
5
時
3
0分
)

□
足
立
キ
ッ
ズ
ク
ラ
ブ
コ
ン
サ
ー
ト

「
み
ん
な
で
う
た
お
う
ひ
な
ま
つ

り
」

日
時
=
3

月
3
日
向
、
午
後
2
時
開

演
(
午
後
1
時
3
0分
開
場
)

場
所
=

竹
の
塚
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル

内
容
=

子
ど
も
向
け
の
歌
と
劇

申
込
=
当

日
直
接
会
場
へ

費
用
=
無
料

問

先
=
足
立
キ
ッ
ス
ク
ラ
ブ
・
中
澤

(
5
6
9
1
)
0
4
8
4

□
非
正
規
型
労
働
セ
ミ
ナ
ー
(
2
日

制
)

日
時
=
3
月
5
日
㈹
・
1
2日
㈹
、
午

後
6
時
3
0分
～
8
時
3
0分

場
所
=

北
と
ぴ
あ
(
王
子
1
-
1
1
-
1
)

対

象
=
中
小
企
業
の
労
働
者
・
使
用
者

ま
た
は
都
民

テ
ー
マ
=
雇
用
を
つ

く
る
、
雇
用
を
守
る
～
ワ
ー
ク
シ
ェ

ア
リ
ン
グ
と
雇
用
延
長
～

定
員
=
1
0
0

人
(
先
着
順
)

費
用
=
無
料

申

込
=
電
話

問
先
=
王
子
労
政
事
務

所
普
及
係

(
3
9
0
0
)
0
1
1
7
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く
ら
し
の
情
報

定員に先着順
とあるものは
2 月26 日
から受け付け

税
金
の
申
告
は
お
済
み
で
す
か

3
月
1
5日
ま
で

3
月
に
な
る
と
窓
口
が
大
変
混
雑

し
ま
す
。
お
早
め
に
申
告
を
お
願
い

し
ま
す
。

特
別
区
民
税
・
都
民
税
の
申
告

申
告
書
は
非
課
税
証
明
書
の
発
行

や
国
民
年
金
・
国
民
健
康
保
険
・
介

護
保
険
の
基
礎
資
料
に
な
り
ま
す
。

特
に
国
民
健
康
保
険
料
所
得
割
額
の

算
定
や
均
等
割
額
の
軽
減
判
定
、
高

額
療
養
費
の
自
己
負
担
限
度
額
の
判

定
や
入
院
時
の
食
事
代
自
己
負
担
額

の
減
額
判
定
の
基
礎
に
な
り
大
変
重

要
で
す
。
前
年
に
所
得
の
な
い
方
で

も
、
申
告
書
の
提
出
に
ご
協
力
く
だ

さ
い
。
問
先
=

▽
申
告
書
の
提
出

先
お
よ
び
書
き
方
…
課
税
課
課
税
第

一
、
第
二
係

(
3
8
8
0
)
5
2
3
0
～
1

▽
国
民
健
康
保
険
料
等
・
:国
民
健
康

保
険
課
資
格
賦
課
係

(
3
8
8
0
)
5
2
4
0

所
得
税
の
確
定
申
告

用
紙
が
新
し
く
な
り
ま
し
た
。
記

載
方
法
な
ど
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
て

い
ま
す
の
で
、
ご
自
分
で
計
算
し
て

作
成
す
る
「
自
書
申
告
」
を
お
願
い

し
ま
す
。
問
先
=
▽
所
得
税
・
贈
与

税
・
消
費
税
…
足
立
税
務
署

(
3
8
7
0
)
8
9
1
1

西
新
井
税
務
署(

3
8
4
0
)
1
1
1
1

▽
個
人
事
業
税
…
足
立
都
税
事
務
所

(
3
8
8
2
)
2
1
1
1

療
養
費
の
支
給
制
度

療
養
費
と
は
、
医
療
費
を
皆
さ
ん

が
病
院
な
ど
に
一
旦
全
額
を
支
払

い
、
必
要
な
書
類
を
添
え
て
国
保
課

に
申
請
す
る
こ
と
に
よ
り
、
あ
と
で

国
保
で
定
め
ら
れ
た
基
準
額
の
7
割

の
金
額
が
支
給
さ
れ
る
も
の
で
す

(退
職
者
本
人
・
:
8
割
、
退
職
者
被

扶
養
者
:
入
院
8
割
、
通
院
7
割
)
。

対
象
=
や
む
を
え
ず
保
険
証
で
治
療

が
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
と
き
/
コ
ル

セ
ッ
ト
な
ど
の
治
療
用
補
装
具
を
つ

く
っ
た
と
き
/
は
り
・
灸
・
マ
ッ
サ

ー
ジ
の
施
術
を
受
け
る
と
き
(
医
師

が
認
め
、
病
院
な
ど
に
こ
れ
ら
の
施

設
が
な
い
と
き
)
/

海
外
旅
行
中
な

ど
に
国
外
で
診
療
を
受
け
た
と
き

(診
療
明
細
書
・
領
収
明
細
書
お
よ

び
そ
れ
ら
の
日
本
語
訳
文
が
必
要
)

申
・
問
先
=

▽
国
保
加
入
の
方
・
:国

民
健
康
保
険
課
給
付
係

(
3
8
8
0
)
5
2
4
1

▽
7
0歳
以
上
の
方
…
高
齢
サ
ー
ビ
ス

課
高
齢
医
療
係

建
築
物
防
災
週
間

3
月
1
日
か
ら
7
日
は
、
全
国
一

斉
の
建
築
物
防
災
週
間
で
す
。
こ
の

期
間
、
区
で
は
建
築
物
の
防
災
対
策

推
進
の
た
め
建
築
防
災
相
談
、
防
災

査
察
な
ど
を
行
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
先
=
建
築
防
災

(
3
8
8
0
)
5
9
5
2

3 月の国民年金の相談
国民年金の手続きや、保険料の納付についてご相談
に応じます。

※ いずれも時間は、午前10時～午後3時30分

年金の手続きをお忘れなく!
将来、年金を減額されたり、受けられないこと
にならないために、国民年金課または区民事務所
に届け出をしましょう( 表3) 。
問先= 国民年金課適用係03880 ―5843

表3　 手続きが必要な事例

※ 4 月 から、第3 号被保険者関係の届け出が、配偶者の勤務
する事業所の事業主を経由して提出する方法に変わります

税
務
行
政
に
貢
献

優

良

納

税

貯

蓄

組

合

に

感

謝

状

区
で
は
2
月
2
2日
、
納
税
貯
蓄
組

合
活
動
を
通
じ
て
、
納
税
思
想
の
高

揚
や
口
座
振
替
制
度
の
普
及
な
ど
区

の
税
務
行
政
に
貢
献
さ
れ
た
次
の
5

組
合
に
対
し
、
感
謝
状
を
贈
呈
し
ま

し
た
。

▽
足
立
納
連
…
綾
瀬
五
丁
目
商
店
街

振
興
組
合
/
足
立
青
色
六
ツ
木
第
一

▽
西
新
井
納
連
・
:梅
田
第
十
一
/
島

根
第
一
/
鹿
浜
第
三
　
　
《
納
税
課
》

「
建
設
リ
サ
イ
ク
ル
法
」

説
明
会

5
月
3
0
日
か
ら
、
「
建
設
リ
サ
イ
ク

ル
法
」
が
施
行
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
に

伴
い
、
建
物
を
解
体
す
る
場
合
な
ど

は
区
へ
届
け
出
を
し
て
い
た
だ
く
こ

と
に
な
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
関
心
の

あ
る
区
民
の
方
や
工
事
業
者
の
方
な

ど
を
対
象
に
説
明
会
を
行
い
ま
す
。

日
時
=
2
月
2
8
日
㈲
、
午
後
3
時
3
0

分
～
5
時
場
所
=
区
役
所
庁
舎
ホ

ー
ル

内
容
=

「
建
設
リ
サ
イ
ク
ル

法
」
の
施
行
に
伴
う
届
け
出
に
つ
い

て

申
込
=
当
日
直
接
会
場
へ

問

先
=
建
築
防
災(

3
8
8
0
)
5
9
5
2

区
立
第
四
中
学
校

夜
間
学
級
「
入
学
に
つ

い
て
の
お
知
ら
せ
」

義
務
教
育
を
終
了
し
て
い
な
い
方

な
ら
ど
な
た
で
も
入
学
で
き
ま
す
。

対
象
=
小
・
中
学
校
を
卒
業
し
て
い

な
い
、
学
習
意
欲
の
あ
る
方
授
業

時
間
=
午
後
5
時
3
0
分
～
9
時
(
様

々
な
行
事
、
給
食
が
あ
り
ま
す
)
受

付
時
間
=
午
後
3
時
～
9
時
(
春
休

み
中
は
午
後
2

時
～
7

時
3
0
分
)

問
先
=

第
四
中
学
校
夜
間
学
級

(
3
8
8
7
)
1
4
6
6

1
4年
度
　
鋸
南
・
日
光

自
然
教
室
(
2
泊
3
日
)

指
導
補
助
員
募
集

対
象
=
教
員
免
許
所
持
者
お
よ
び
卒

業
時
取
得
見
込
み
の
方

内
容
=
担

当
す
る
各
学
校
の
出
発
時
か
ら
帰
校

時
ま
で
の
児
童
引
率
指
導
補
助

謝

礼
=
1
回
の
引
率
に
つ
き
3
万
3
千
2
0
0

円
(
税
込
)

申
込
=
電
話

期
限
=
3

月
8
日

申
・
問
先
=
校
外
施

設
係
　
(
3
8
8
0
)
5
9
7
0

「
家
庭
教
育
支
援
計
画

(第
二
次
)
」の
広
聴
会

家
庭
の
教
育
力
を
支
援
す
る
た
め

の
家
庭
教
育
支
援
計
画
(
第
二
次
)

を
策
定
し
て
い
ま
す
。
中
間
報
告
案

に
つ
い
て
広
く
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を

お
伺
い
し
ま
す
。
日
時
=
3
月
1
4

日
困
、
午
後
7
時
～
9
時

場
所
=

ギ
ャ
ラ
ク
シ
テ
ィ
2
階
研
修
室

申

込
=
電
話

申
・
問
先
=
生
涯
学
習

課
家
庭
教
育

映像
広報 制作だよ

り

区の映像広報には、2つの番組があります。「ルックi nあだ
ち」は、区民の皆さんと考えていく課題をテーマに制作。ま
た、地域の話題は、「情報キャッチ! ! 好きです。あだち」の中
で紹介しています。どちらも足立の日常を切り取り、見てわか
りやすい、納得が得られる番組作りをしています。
先月、都の広報コンクールが開かれ、映像部門でルックi nあ

だち「こもれび　～グループホームでの暮らし～」が入選しま
した( 各図書館、区政情報室で貸出中) 。だれもが、住み慣れ
た地域で暮らすことの大切さを伝えた番組です。また、広報紙
部門では、ズームアップ11月号( ペット特集) が最優秀賞、写
真部門では、「千住エキゾチックフェア」のワンシーンも入選
を果たしました。広報課では、皆さんに幅広く情報をお伝えす
るとともに、快適な毎日を送るにはどうしたらよいか一緒に考
えていきたいと思っています。　　　　　　　　　 《広報係》

「情報キャッチ　 好きです。あだち」放送予定
足立コミュニティチャンネル( ケーブルテレビ足立9CH)

第
2
回

マ
イ
タ
ウ

ン
あ
だ
ち

就

職

面

接

会

区
内
の
企
業
3
0
社
が
参
加
し
、
会

場
で
人
事
担
当
者
と
面
接
で
き
ま

す
。
日
時
=
3
月
5
日
㈹
、
午
後
1

時
～
4
時
(
受
付
は
午
後
0
時
3
0
分

か
ら
)
場
所
=
区
役
所
庁
舎
ホ
ー

ル

内
容
=
面
接
会
/
年
金
相
談
コ

ー
ナ
ー
/
職
業
相
談
コ
ー
ナ
ー
な
ど

※
何
社
で
も
面
接
で
き
ま
す
。
複
数

の
履
歴
書
を
ご
用
意
く
だ
さ
い

問

先
=
(
ロ
ー
ワ
ー
ク
足
立
企
画
調
整

部
門
　
(
3
8
7
0
)
8
6
0
9

ま
た
は
区
・
産
業
振
興
課
産
業
計
画

労
働
問
題
出
張
相
談

区
役
所
内
に
労
働
問
題
出
張
相
談

コ
ー
ナ
ー
を
開
設
し
相
談
を
お
受
け

し
ま
す
。
日
時
=
3
月
5
日
㈹
、午

後
1
時
～
4
時

場
所
=
区
役
所
・

産
業
情
報
コ
ー
ナ
ー
(
中
央
館
2
階
)

問
先
=
王
子
労
政
事
務
所

(
3
9
0
0
)
6
1
1
0

「
(
仮
称
)
勝
ど
き
六
丁
目

開
発
事
業
」
の
評
価
書
に

係
る
公
示
・
縦
覧
等

東
京
都
環
境
影
響
評
価
条
例
の
規

定
に
基
づ
き
、
評
価
書
の
縦
覧
を
し

ま
す
。
縦
覧
期
間
等
=
3

月
8
日

～
2
2日
(
土
・
日
曜
お
よ
び
祝
日
は

休
み
)
、午
前
9
時
3
0分
～
午
後
4
時
3
0

分

縦
覧
場
所
=
区
・
環
境
課
/

都
・
環
境
影
響
評
価
審
査
課
(
都
庁

第
一
本
庁
舎
北
塔
3
5階
)

※
評
価

書
は
次
の
各
図
書
館
で
閲
覧
で
き
ま

す
・
:中
央
、
竹
の
塚
、
伊
興
、
梅
田
、

興
本
、
宮
城
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
図
書
館

問
先
=
都
・
環
境
影
響
評
価
審
査
課

(
5
3
8
8
)
3
4
4
0

ま
た
は
区
・
環
境
課
調
整
係

(
3
8
8
0
)
5
9
3
5

交
通
災
害

共

済

事
業
の
廃
止

東
京
2
3区
が
共
同
で
行
っ
て
い
る

「
区
民
の
交
通
災
害
共
済
事
業
」は
、

近
年
は
加
入
者
が
減
少
し
、
継
続
し

て
い
く
こ
と
が
困
難
に
な
っ
た
た

め
、
1
4年
3
月
末
で
廃
止
し
ま
す
。

現
在
加
入
し
て
い
る
方
は
、
加
入

者
証
に
記
載
さ
れ
た
共
済
期
間
満
了

日
ま
で
有
効
で
す
。見
舞
金
の
請
求
期

間
は
事
故
に
遭
っ
た
日
か
ら
2
年
以

内
で
、従
来
ど
お
り
区
役
所
で
手
続
き

で
き
ま
す
。
問
先
=
交
通
災
害
共

済
　
　
　
(
3
8
8
0
)
5
2
9
3

ひ
ろ

ば

=
会
員
募
集
=

★
手
話
基
礎
教
室
4
月
3
日
か
ら

毎
週
水
曜
日
、
午
後
7
時
～
8
時
4
0

分
/
大
谷
田
2
-
9
-
7
/
半
年
千

円
(
テ
キ
ス
ト
代
別
)
/
往
復
(
ガ

キ
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
/
小
林

〒
1
2
0

・
0
0
0
1
大
谷
田
2
-
9
-
7

・
F
A
X
(
3
6
0
5
)
0
7
3
1

★
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
優
華

毎
月
第
3
木
曜
日
、
午
後
7
時
～
9

時
/
伊
興
地
域
学
習
セ
ン
タ
ー
ほ
か
/

入
会
金
千
円
、
月
額
3
千
円
(
花

代
込
)
/
初
心
者
歓
迎
/
永
見

(
3
8
5
7
)
1
8
7
9

★
シ
ュ
ガ
ー
(
英
会
話
)
毎
月
3
回

金
曜
日
、
午
後
2
時
3
0
分
～
4
時
/

中
央
本
町
地
域
学
習
セ
ン
タ
ー
ほ
か
/

入
会
金
千
円
、
月
額
4
千
円
/
塩

谷
　
　
(
3
8
4
8
)
3
2
0
4

★
伊
興
ウ
ィ
ン
ド
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

毎
週
土
曜
日
、
午
後
7
時
～
9
時
/

伊
興
中
学
校
/
1
6歳
以
上
で
楽
器
経

験
者
/
入
会
金
2
千
円
、
月
額
2
千

円
/
石
原
(
午
後
6
時
以
降
)

0
9
0
(
1
0
3
4
)
7
3
3
4

=
催
し
物
=

★
中
央
大
学
学
員
会
東
京
足
立
区
支

部
設
立
総
会
3

月
2
3日

、
午
後
5

時
/
マ
リ
ア
ー
ジ
ュ
玉
姫
殿
/
区

内
在
住
・
在
勤
の
中
央
大
学
卒
業
生
/

長
谷
　
(
3
8
8
2
)
0
0
0
2
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島
根小
学校 の

新校舎 が完成します
14 年4 月オープン

12 年から改築を進めてきた区立島根小学校が
完成します。 この小学校は、中庭を中心にした回
廊型の施設配置となっています。
3月には、区民の皆さんを対象とした施設見学

会を予定していますので、気軽にご参加ください。

学
校
は
、
地
域
の
皆
さ
ん
に
と
っ

て
も
生
涯
学
習
の
場
で
あ
り
、
災
害

時
の
避
難
所
で
も
あ
り
ま
す
。
そ
の

た
め
、
地
域
連
携
施
設
と
し
て
新
た

な
開
放
施
設
を
整
備
し
た
り
、
災
害

対
策
と
し
て
1
階
に
ピ
ッ
ト
型
ト
イ

レ
、
備
蓄
倉
庫
も
設
置
し
ま
し
た
。

社
会
情
勢
の
変
化
の
激
し
い
時
代

に
あ
っ
て
、
教
育
の
持
つ
役
割
は
ま

す
ま
す
重
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。
今

後
も
よ
り
良
い
教
育
環
境
の
整
備

と
、
地
域
に
開
か
れ
た
学
校
施
設
づ

く
り
に
努
め
て
い
き
ま
す
。
区
民
の

皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

※
施
設
見
学
会
に
つ
い
て
は
、
あ
だ

ち
広
報
3
月
2
5日
号
で
、
く
わ
し
く

お
知
ら
せ
し
ま
す

主な特徴ドライシステムの採用
給食室やトイレは、衛

生面を配慮して床に水も
流さないドライシステム
を採用しました。

多 目 的 ワ ー ク ス ペ ー ス
の 設置
多様化する学習形 態に柔

軟に対応できるよう に、普
通教室と一体的な利 用がで
き る ワークスペースを 設置
し ました。

見 通しの良い教室
理科室などの特別教室

をはじめ各教室は、安全
面を考慮し廊下から教育
活動が見学できるよう、
見通しの良い開放的な施
設になっています。

アルコープの併設
低学年の教室には個

別指導ができるアルコ
ープ( 小部屋) を併設
し ています。

オープンな図書室
図書室は施設の中心に配

置し、子どもたちがいつで
も気軽に利用できるようオ
ープン型にしました。

▲ 中庭を囲む、回廊式の校舎

▲ 安全性も重視した、開放的な校内

そのほか、校舎内のバリアフリー化やエレベー
ターの設置、雨水をトイレ洗浄水として利用する
など、福祉や環境にも様々な工夫を施しています。

お
問
い
合
わ
せ
は

施
設
管
理
課
改
築

(
3
8
8
0
)
5
9
6
7

休
日
等
の
柔
道
整
復
施

術
所
開
設
協
力
者
募
集

休
日
や
年
末
年
始
に
不
慮
の
事
故

な
ど
で
骨
折
や
脱
臼
な
ど
の
疾
病
に

あ
っ
た
方
に
対
し
て
、
応
急
手
当
て

の
た
め
の
施
術
所
を
区
内
に
開
設
し

ま
す
。
対
象
=
区
内
で
柔
道
整
復
施

術
所
を
既
に
開
設
し
、
こ
の
事
業
に

協
力
し
て
く
れ
る
方

内
容
等
=
日

曜
、
祝
日
、
年
末
年
始
で
年
2
日
程

度
(
輪
番
制
)
、い
ず
れ
も
時
間
は
、午

前
9
時
～
午
後
5
時

申
込
=
3
月
8

日

申
・
問
先
=
衛
生
管
理
係

(
3
8
8
0
)
5
8
9
1

あ
だ
ち
広
報

「
ズ
ー
ム
ア
ッ
プ
5
日
号
」

皆
さ
ん
の
お
便
り
を
募
集

①

「
読

者

の

ペ

ー

ジ

」

へ

の

投

稿

5
月

号

の

テ

ー

マ

は

「
私

の
健

康

法

」

で

す

。
あ

な

た

が

毎

日

続

け

て

い

る

健

康

法

や

〝私

は

こ

れ

で

健

康

に

な

っ
た

〟

と

い
う

と

っ

て

お

き

の

方

法

な

ど

を

教

え

て

く

だ

さ

い

。
ま

た

、
自

由

意

見

で

も

結

構

で

す

。3
0
0

字

程

度

で

。

②

ま

ち

の
情

報

「
ま

ち

の

と

っ
て

お

き

」
で

区

民

編

集

員

が

紹

介

す

る

、
ま

ち

の

話

題

、

特

徴

の

あ

る

施

設

や

お

店

、
頑

張

っ

て

い

る

人

な

ど

。

③

季
節

の
絵

て

が

み

5

・
6

月

ご

ろ

に

合

わ

せ

た

作

品

を

。

な

お

、
応

募

い

た

だ

い
た

作

品

は

返

却

し

ま

せ

ん

。

応

募

方

法
=

住

所

、
氏

名

、
年

齢

、

電

話

番

号

を

明

記

し

、

郵

送

で
(

①

②

は

フ

ァ

ク

ス
・
メ

ー

ル

可
)

期

限
=

①
③

は
3

月
1
5

日

必

着
/

②

は

随

時

受

け

付

け

応

募

・
問

先
=

広

報

係

「
ズ

ー

ム

ア

ッ

プ

」
担

当

〒
1
2
0・
8
5
1
0

中

央

本

町
1
-
1
7
-
1

(
3
8
8
0
)
5
8
1
5

F
A
X
(
3
8
8
0
)
5
6
1
0

E
メ

ー

ル

k
o
u
h
o
u
@
c
i
t
y
.
a
d
a
c
h
i
.
t
o
k
y
o
.
j
p

スケッチあだち
まちの情報・話題をお待ちしています。 問先= 広報係　3880- 5815

学びの情報をキャッチ! 午前9時～午後8時

生涯学習情報ダイヤル　5813- 3736
ht t p: / /manabi . adachi . ne. j p/ i nf o/

あなたの探す講座やイベントを、区内情報を中心に、いつ、
どこで開催されるかをご案内します

力士
と

一 緒に 豆 ま き 2 月2 日、五反野コミュニ
ティセンターでは、玉ノ井部
屋の力士、照東と東輝龍を迎
えて、一足早く豆まきが行わ

れました。
センターを利用しているお

年寄りや近所の子どもたちな
ど約600人 が集 まっ た館内

は、「福は内、福は内」のかけ
声とともに、力士たちのまく
福豆を受け取ろうと大変なに

ぎわいでした。
▲ みんな、年の数だけ豆は取れたかな?

一人ひとりが輝いていた☆

最高のステージ
1
6年
秋
に
開
設
す
る
、
(仮
称
)
総
合

文
化
セ
ン
タ
ー
で
の
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
上

演
に
向
け
、
歌
と
ダ
ン
ス
の
練
習
を
続

け
て
き
た
「
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
」の
成
果
発
表
会
が
1
月
3
0日
、

西
新
井
文
化
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
ボ
イ
ス
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
や
ス
ト
レ

ッ
チ
な
ど
練
習
過
程
の
披
露
に
続
き
、

昨
年
か
ら
の
ハ
ー
ド
な
レ
ッ
ス
ン
に
汗

を
流
し
て
覚
え
た
3
曲
を
発
表
し
ま
し

た
。
ス
テ
ー
ジ
に
立
っ
た
受
講
生
た
ち

の
表
情
は
み
な
輝
き
に
満
ち
、
最
高
の

ス
テ
ー
ジ
と
な
り
ま
し
た
。

▲ 練習の成果をこのステージに
夜間の消火訓練にも
活躍しています

伊興仲町会の女性消火隊が13年度の区
長表彰( 優良消火隊・7団体) を受けま
した。これは、都や区が行う防災訓練に

積極的に参加し、地域のひとり暮らし高
齢者や障害者を把握するなどの活動が認
められたものです。
また、このたび、日本消防協会の女性

消火隊に対する宝くじ助成事業により、

新型の消防ポンプと投光器や発電機など
が助成されました。これにより、夜間の
消火訓練も可能となりました。
女性消火隊の皆さん、まちの安全のた

め、これからも頑張ってください。

▲ 新しい消防ポンプなどを前にした
伊興仲町会女性消火隊の皆さん

楽
し
く
進
め
よ
う

健
康
づ
く
り

地
域
の
健
康
づ
く
り
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
す
る
自
主
グ
ル
ー
プ
の
集
合
体
「
は

つ
ら
つ
会
」
の
発
表
・
学
習
・
交
流
会

が
1
月
3
0日
、
中
央
本
町
保
健
総
合
セ

ン
タ
ー
で
開
か
れ
ま
し
た
。
和
気
あ
い

あ
い
と
し
た
雰
囲
気
の
中
、
日
ご
ろ
の

活
動
や
学
習
報
告
を
発
表
。
中
央
本
町

保
健
総
合
セ
ン
タ
ー
健
康
づ
く
り
推
進

員
に
よ
る
た
ば
こ
を
テ
ー
マ
に
し
た
寸

劇
も
あ
り
、
楽
し
み
な
が
ら
知
識
を
深

め
て
い
ま
し
た
。

▲ たばこの害を寸劇で楽しく紹介

古紙配合率75%再生紙を使用しています M. A　284, 000


